































私はここ 15年ほど日本の大学で英語を教えています。特に英語教育でも ESP（English for 
Specific Purposes）分野を中心に活動してきました。ESPとは、何か目的（仕事や勉強など）
特別企画　「グローカルコミュニケーション専攻」始動
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がある人が、その専門分野で使われている英語を学ぶことが実用という意味でもモチベー
ション的にも重要であり、そして、その場合に教えるべき英語はどのような内容やスキルで
あるべきで、また、誰がどうやって、どの段階で教えるのが適切か、ということを検討し実
践する英語教育研究の一分野です。つまり、星槎大学のグローカルコミュニケーション専攻
が国際的に活躍するビジネスマンを養成することを目的としているのであれば、そこで必要
となる英語力を考えることは ESPの分野でできることです。しかし、専攻の趣旨は共生社
会実現のため国境の枠を超えた相互理解を促進するために、自己発信や世界の様々な地域の
人々への理解を深める手段としての英語学習を目的とし、またそういった人材を学校教育の
なかで育むことのできる英語科教員の養成です。このように、星槎大学が全体として掲げる
共生科学が目指すところを示す理念と非常にビジネス的な印象の強い“グローカル”という
言葉との関係性が、私のなかでどうしてもしっくりいかなかったのです。
その後、専攻関係者で山脇先生を囲みグローカルコミュニケーション専攻の設立理念をお
聞きし、議論を交わす機会があり、驚くべきことに“グローカル”という概念は、私が長年
研究で主張してきたことと同じだということがわかったのです。私は、前述のように日本の
大学で英語を中心に教育活動をしていますが、研究活動は歴史、それも教育史の分野で、特
に日英間の教育情報の流入と影響に関する史的研究を中心に行っています。この分野ではほ
とんどの研究が「英国から日本へ」の情報の流入と日本への影響を扱っています。例えば明
治時代の鉄道や郵便制度はイギリスから学んだこと、そしてそこに関わった日英の人物に関
する研究などです。こうした日本の近代化が全体としてグローバル化、つまり世界の均質化
への動きであることは明らかです。よって、日本の近代化の研究は世界の均質化、特に西洋
世界への質的同化、さらには西洋的価値観の日本での受容の研究になることは自然なことで
す。
しかし、少し考えてみても二国間で交流があった場合にお互いに関する情報の行き来が一
方向だけということはあり得ません。「日本から英国へ」という流れも同時にあったはずです。
そして、英国にはその痕跡があるはずです。実際、私がイギリスの大学院でイギリスの教育
史を学んでいた時にその痕跡を幾つも発見しました。もちろんその痕跡は大きなものではあ
りませんし、イギリス社会が日本から受けた影響は、日本がイギリスから受けたものとは比
較にならないほど小さいものです。しかし、それを「なかった」ものにしてしまって良いの
でしょうか。少なくとも、イギリスの大学院で学んでいた日本人である私がそれを見過ごす
べきではないと強く思ったことが、この研究テーマを取り上げたきっかけです。そして、私
は今まで自分の研究を日英間のトランスナショナルな教育情報の伝播とイギリス側の受容の
研究だと説明してきましたが、日本人研究者が日本の教育情報の英国での受容を扱うという
意味で、まさに“グローカル”な研究といっても良いのではないか、このように考えるに至っ
たのです。
その後、いろいろ調べているうちに“グローカル”という用語は 1980年代のビジネス用
語から現在は人文・社会科学分野の学術用語として再定義されていることも知りました。私
が 19世紀後半～ 20世紀初頭にかけての英国における日本教育観についての研究を博士論文
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として提出したのは 2015年ですが、その頃は寡聞にも山脇先生が提唱されているグローカ
ル公共哲学というコンセプトも知らず、ビジネス分野での印象のために違和感をもっていた
“グローカル”が、逆に自分の研究アプローチを最もよく示すことができる言葉であると気
が付いたのです。これは非常に幸運なことでした。なぜなら、このアプローチは私が研究だ
けでなく、教育でも大切にしてきたことだったからです。
2．グローカルコミュニケーションを可能にする教育
上述したような思索のなかで私が理解した“グローカル”コミュニケーション専攻が目指
すべき方向は、西洋世界への同質化のための語学学習や知識取得ではありません。この点が
日本に多数あるグローバルを冠した学問領域の小区分と大きく違う点です。つまり、英語圏
の人々のように英語を話すようになる（俗にいう「英語がペラペラ」になる）ことや、欧米
社会に溶け込むための知識の獲得を目的としているのではなく、例えば英語学習では、自分
のこと、日本のことをしっかり伝えることができ、また相手の言うことを十分に理解できる
英語力を目指します。この相手とは伝統的な英語圏諸国の出身者だけでなく、英語を使って
コミュニケーションを行うすべての人たちのことです。ノン・ネイティブ同士のコミュニケー
ションに大切なのは簡潔で明確な、そして基本に忠実な言語運用です。また、学ぶべき世界
の文化は欧米だけでなく、必要と興味に応じて世界中を対象とするべきです。そこにはもち
ろん自文化も含みます。効果的に発信するためには、自文化を良く知り、それを相対化する
必要があるからです。これらのことを私が現在の担当科目の「実践英語コミュニケーション
Ⅱ」「英語表現（Conversation）」「英語演習（1）」でどのように実践しているのかを以下に
説明します。
「実践英語コミュニケーションⅡ」は英語科教職課程の必修科目ですので、英語科教員免
許取得を目指す学生は全員が履修する必要があります。英語を母語とする教員が担当するⅠ
の後、または同時の受講と規定されていますので、ある程度の英語の発話のトレーニングを
した後に適切な内容として学修内容を設定しています。具体的には、自分や日本について、
日本語を理解しない相手に向けて英語で発信することを想定して、プレゼンテーションの計
画、原稿執筆、パワーポイントなどの視覚補助資料の作成、そして口頭での発表を行います。
ここでは、英語を単に「読む、書く、聞く、話す」技術としてとらえずに、英語で考えをま
とめ、それを言葉以外の方法も使って、効果的に伝える技術を磨くことを目的としています。
また、フォーマルまたはセミフォーマルな英語、つまり教育の場にふさわしい英語を使うこ
とができ、インフォーマルでカジュアルな英語と区別することができるようになることを目
指しています。
通信制課程であっても可能な限り実践的な教育効果を上げるために、レポートで自己紹介
作成（スクーリングで発表）、スクーリングでは自分の故郷の紹介原稿を受講者間で相互確
認（Peer Review）して発表、科目修得試験としてはデータを示しながら自分の将来設計を
説明（原稿と音声または動画を提出）と合計 3回のプレゼンテーションを経験できるプログ
― 134 ―
ラムを組んでいます。また、特に力をいれているのは、英語でのパワーポイントの作成です。
文ではなくキーワードで要点を提示するように指導しますが、慣れてないと難しいようです。
長い英文はスライドで表示されても理解するのは難しいので、非常に大切なスキルです。ま
た、パワーポイント自体は慣れている学生もいれば、ほとんど初心者の学生もいる状態で、
学生間に大きな差があるということが半年を過ぎてわかりました。特に今年は新型コロナウ
イルス流行のため全面的にオンライン・スクーリングとなっており、Zoomを使って画面共
有しながら行う発表は難しいのは理解できます。スクーリングでも画面共有が上手くいかな
い、動画が固まる、音声が流れない、などのトラブルがありました、しかし、時間をかけな
がらも全員がなんとか発表をこなすことができたので、現場の教員が今まさに求められてい
る ICTを使った授業の成功体験を多少なりとも得ることができたのであろうと思っていま
す。
他には、語学の選択科目の「英語表現（Conversation）」と「英語演習（1）」を担当しています。
「英語表現（Conversation）」は中学・高校の教員に必要な会話力を養うことを目的としてい
ますが、通信制課程のため実践的な会話力の修得は困難な部分があることは否定できません。
これをどのように克服するか検討の末、本年度は世界各地の若者が自分の住む町と自分自身
について語る DVD映像を見ながら演習問題に取り組むテキストを採用し、スクーリングで
は自己紹介や自分の街についてミニプレゼンをする形で学んだことを生かす機会を設けまし
た。小グループでの自己紹介後に代表者が全員にグループメンバーを紹介する活動や、発表
原稿の相互確認、発表の相互評価、などのアクティビティを行ったので、十分とはいえない
かもしれませんが学んだ英語を実践することができ、また他の学生の発表を聞くことで、自
分の現在の英語力を客観的に見つめることができたと思います。来年度は e-learningを活用
することで個別の発話のトレーニングを促進できる教材を採用予定で、検討を重ねながら可
能性を探っています。
上記の 2科目は特に高い英語力は想定していませんが、「英語演習（1）」は「高度な英語
力」を養うとシラバスにも明記しているように、中上級～上級向けの科目です。また、教材
選定の際には、グローカルコミュニケーション専攻が養成する人材像を目指すために、語学
だけでなく英語の背景にある歴史や異文化についての知識、そして現在世界で起こってい
ることを日本以外の視点から学ぶことも重要と考え、私の研究フィールドであるイギリスの
BBC（イギリス公共放送）の最新のニュース映像を使用したテキストを採用しています。こ
のテキストでは、イギリス内外の世界情勢に触れながら、高度なリスニングや発信力を養う
ことができ、学修過程では語彙学習、内容理解の確認、ディクテーションなどを行うととも
に、内容に関連したトピックについて英語による作文も課しています。また、教材の英語は
基本的にイギリス英語です。イギリス英語は世界で話されている多様な英語のうちの重要な
バリエーションの一つですので、スクーリングではアメリカ英語との違いなどにも触れなが
ら、英語の多様性を実感できるような授業内容を心掛けています。
これら語学科目以外に、来年度からは「地域研究（3）ヨーロッパ」を担当することになっ
ています。グローカルコミュニケーション専攻では「地域研究概論」（2021年度より開講）
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で理論的枠組みを扱い、「地域研究（1）」ではアジア、「地域研究（2）」ではアフリカ、そし
て「地域研究（3）」でヨーロッパというカリキュラム構成となっています。学生はすべての
科目を履修することもできますし、興味のある地域だけを選んで学ぶこともできます。私の
担当科目ではヨーロッパでありヨーロッパでないといわれるイギリスを中心に扱い、その文
化的・社会的アイデンティティを現代的問題と歴史的背景の両方から考察し、論理的にまと
める力を養成することを目指します。イギリスは大陸からほど近い「島国」であること、か
つて「帝国」であったこと、現在「立憲君主国」の政体をとっていること、などの点で日本
との比較も可能であるため、“グローカル”な視点での学びに適しています。また、知識の
伝達ではなく、自分で調べてまとめ、発表と意見交換の後、ある程度まとまったレポートを
完成させる、その一連の知的作業を経験するある意味「ゼミ」のような学びを経験すること
も目標としています。
私は、大学での学びは、通学制であれ通信制であれ、指定されている教科書の学修とスクー
リングや授業などによる教員からの知識の伝達だけでは完結しないと考えています。むしろ
それらは学びの始まりなのです。そして、これは語学学習であっても同じです。語学はある
意味実技科目であり、上達のためには個人の地道なトレーニングが必要です。そのため科目
履修による学修のなかでできることには限界があるのです。つまり、科目履修での学修は始
まりであり、単位が取れれば終わりではないのです。さらに付け加えると、星槎大学は学び
たい学生だけがいる素晴らしい環境です。そのなかで学生の皆さんが独立した学習者として
学びつづける手がかりをつかむことができる場づくりをすること、一緒に学べる仲間づくり
をすること、そして教員である自分もその仲間の一人として、グローカルコミュニケーショ
ンの実践、研究、そして教育活動をしていくことを大変楽しみにしています。
